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平成 26 年 1 月 23 日
SinNyoung Kim 「Analysis and Design of Radiation-Hardened Phase-Locked 
Loop」
（放射線耐性を持つ PLLの解析と設計）
平成 26 年 3 月 24 日
坂　本　健　一 「パケット通信による高信頼・高品質ネットワークの実現方
式の研究」
平成 27 年 3 月 23 日
平　松　　　淳 「高速パケット通信網の通信品質制御方式に関する研究」 平成 27 年 3 月 23 日
松　原　大　典 「Studies on Information Sharing using Peer-to-Peer 
Systems and Information-Centric Networking」
（P2P システムおよび ICNによる情報共有に関する研究）
平成 27 年 3 月 23 日
今　川　隆　司 「ソフトエラー耐性を考慮した粗粒度再構成可能アーキテク
チャの設計手法」
平成 27 年 3 月 23 日
西　澤　真　一 「集積回路のエネルギー効率向上を目指した性能ばらつきの
予測技術とセルライブラリの構築に関する研究」
平成 27 年 3 月 23 日
松　本　高　士 「Impact of Bias Temperature Instability and Random 
Telegraph Noise on CMOS Logic Circuits 」
（バイアス温度不安定性とランダムテレグラフノイズが
CMOS論理回路特性に及ぼす影響）
平成 27 年 3 月 23 日
小　森　祥　央 「Epitaxial Growth and Superconducting Properties of 1212 
Copper Oxides」
（1212 型銅酸化物のエピタキシャル成長とその超伝導特性）
平成 28 年 3 月 23 日
丹　羽　弘　樹 「Breakdown Characteristics in SiC and Improvement of 
PiN Diodes toward Ultrahigh-Voltage Applications」
（超高耐圧応用を目指した SiC における絶縁破壊特性の基礎
研究および PiN ダイオードの高性能化）
平成 28 年 3 月 23 日
木　村　知　玄 「原子間力顕微鏡を用いた有機半導体グレイン／電極界面の
局所電気特性評価」
平成 28 年 3 月 23 日
山　岸　裕　史 「有機薄膜トランジスタの特性制御およびそのチャネル上の
ナノスケール電荷分布評価に関する研究」
平成 28 年 3 月 23 日
井　上　卓　也 「電子・光子両状態制御に基づく高効率・高速熱輻射光源の
開発」
平成 28 年 3 月 23 日
川　本　洋　輔 「薄膜シリコン太陽電池の光吸収増大に向けたフォトニック
結晶構造の設計に関する研究」
平成 28 年 3 月 23 日
西　本　昌　哉 「分子線エピタキシー法を用いたフォトニック結晶レーザ作
製法の開発と空孔立体形状の検討」
平成 28 年 3 月 23 日





平成 28 年 3 月 23 日
金　　　弓　冶 「High-quality Knowledge Acquisition of Predicate-
argument Structures for Syntactic and Semantic Analysis」
（構文・意味解析のための高品質な述語項構造知識の獲得）
平成 28 年 3 月 23 日
Mo Shen 「Exploiting Vocabulary, Morphological, and Subtree 
Knowledge to Improve Chinese Syntactic Analysis」 
（語彙的、形態的、および部分木知識を用いた中国語構文解
析の精度向上）
平成 28 年 3 月 23 日
粟　野　皓　光 「Variability in BTI-Induced Device Degradation: From 
Silicon Measurement to SRAM Yield Prediction」
（トランジスタの BTI 劣化ばらつきに関する研究：特性評価
から SRAM回路歩留り予測へ）
平成 28 年 3 月 23 日
山　田　英　一 「非線形応答特性を持つ光デバイスを有する光通信システム
の伝送特性に関する研究」
平成 28 年 3 月 23 日
羽　田　和　慶 「Model Analysis on Plasma Start-Up for Toroidal Fusion 
Devices」
（トロイダル核融合装置におけるプラズマ着火の研究）
平成 28 年 3 月 23 日
釼　持　尚　輝 「Study of magnetic field configuration effects on internal 
transport barrier formation in Heliotron J」　
（ヘリオトロン Jにおける内部輸送障壁の形成機構に与える
磁場構造の影響）
平成 28 年 3 月 23 日
石　川　峻　樹 「Study on Beam Forming for Phased Array Antenna of 
Panel-structured Solar Power Satellite」
（パネル構造型宇宙太陽発電所におけるフェーズドアレーア
ンテナのためのビーム形成技術の研究）
平成 28 年 3 月 23 日
水　野　公　平 「磁界共鳴送電の安全性に関する細胞影響評価研究」 平成 28 年 3 月 23 日
尾　上　洋　介 「因果グラフのビジュアル分析に関する研究　―評価グリッ
ド法における評価構造分析を通じて―」




「Mathematical Model of Glucose-Insulin Metabolism 
Considering Meal Absorption Rate and Model-based Blood 




平成 28 年 9 月 23 日
金　子　光　顕 「Strain-Controlled AlN Growth on SiC Substrates」　
（SiC 基板上への歪み制御AlN層の成長）
平成 28 年 9 月 23 日
権　平　　　皓 「3次元フォトニック結晶光配線技術構築に向けた光伝搬制御
の理論検討」
平成 28 年 9 月 23 日
John Richardson 「Improving Statistical Machine Translation with Target-
Side Dependency Syntax」 
（目的言語側の依存構文による統計的機械翻訳の改善）
平成 28 年 9 月 23 日
石　川　惠理奈 「Semantic Interpretation of Eye Movements Using Author-
designed Structure of Visual Content」
（提示コンテンツのデザイン構造を用いた視線運動の意味理解）
平成 28 年 9 月 23 日
2017.3
37
趙　　　　　欧 「Sum Rate Analysis and Dynamic Clustering for Multi-user 
MIMO Distributed Antenna Systems」
（マルチユーザMIMO分散アンテナシステムにおける総和
レート及びダイナミッククラスタリングに関する研究）
平成 28 年 9 月 23 日
福　園　隼　人 「Spatial Signal Processing on Distributed MIMO Systems」
（分散MIMOシステムにおける空間信号処理）
平成 28 年 9 月 23 日
橋　本　大　志 「Robust adaptive beamforming for clutter rejection on 
atmospheric radars」
（大気レーダーのための適応的クラッター抑圧手法）
平成 28 年 9 月 23 日
［論文博士一覧］
中　西　俊　博 「Coupled-resonator-based metamaterials emulating 
quantum systems」
（量子系を模擬する結合共振型メタマテリアル）
平成 28 年 1 月 25 日
No.37
38
Islam A K M Mahfuzul（小野寺秀俊教授）
「Modeling, Characterization and Compensation of Performance Variability using 
On-chip Monitor Circuits for Energy-efficient LSI」
（オンチップモニタ回路を用いた LSI 特性ばらつきのモデル化技術及び補償技術の
活用によるエネルギー効率向上に関する研究）
平成 26年 1月 23 日授与




































「Analysis and Design of Radiation-Hardened Phase-Locked Loop」
（放射線耐性を持つPLL の解析と設計）
平成 26年 3月 24 日授与
Phase-locked loop（PLL）is a clock generator. A radiation strike of high-energy particles on PLL 
causes clock perturbation. The perturbed clock is propagated to all over the digital system and 
attributed to a malfunction in the system. Thus, the performance related to radiation effect of the 
PLL is important for high-reliability applications such as satellite systems, medical equipment, 
vehicles, super computers et cetera. In this dissertation, an analysis of radiation effect on PLL and a 
radiation-hardened PLL（RH-PLL）design to guarantee clock-perturbation immunity are presented. 
Firstly, this dissertation discusses an analysis of radiation eﬀect on PLL. The radiation eﬀect on 
PLL mainly depends on locations of radiation strikes, timings of radiation strikes, and PLL’s design 
parameters. The analysis categorized radiation-induced errors based on locations of radiation strikes, 
which is sub-circuits of PLLs. The sub-circuits area phase-frequency detector（PFD）, a divider, a 
charge pump（CP）, and a voltage-controlled oscillator（VCO）.The categorized errors were expressed 
as a set of equations, which is called an analytical model. The analytical model is used to evaluate 
quantitatively the amount of clock-perturbation. This value is evaluated immediately when a 
radiation strike occurs. This dissertation presents a behavioral model to evaluate a recovery time 
that is the time from the onset of the clock perturbation to that of settling. As a demonstration, a 
PLL designed in a 0.18µm CMOS process was evaluated using the analytical model and the 
behavioral model. The evaluation results indicated the PFD as the most vulnerable part. 
Based on the analysis of radiation effect, an RH-PLL design that guarantee clock-perturbation 
immunity is proposed. The proposed technique can achieve an area-eﬃcient RH-PLL due to the use 
of dual modular redundancy（DMR）, in contrast to the triple modular redundancy（TMR）
technique. The basic concept of the proposed RH-PLL is detecting errors and switching the output 
from one PLL having error to the other. Two detectors, which are clock detector and pulse detector, 
are developed to achieve high speed detection of the radiation-induced errors. The clock detector is 
for detecting errors originated from the analog sub-circuits and the pulse detector covers the errors 
originated from the digital sub-circuits. The proposed RH-PLL is fabricated in a 0.18µm CMOS 
process and veriﬁed by radiation-test. The clock perturbation immunity is conﬁrmed in the 
experiment.
Fig.1 Micrograph of 
proposed RH-PLL. 
Fig. 2 Radiation test result of proposed RH-PLL when a radiation 


































































「Studies on Information Sharing using Peer-to-Peer Systems and
Information-Centric Networking」
（P2Pシステムおよび ICNによる情報共有に関する研究）
平成 27年 3月 23 日授与
本論文は新たな情報通信ネットワーク技術として、Peer-to-Peer（P2P）システムとデータ指向型ネッ
トワークを研究対象としている。













































































































































































































「Epitaxial Growth and Superconducting Properties of 1212 Copper Oxides」
（1212 型銅酸化物のエピタキシャル成長とその超伝導特性）
平成 28年 3月 23 日授与
本研究は、超伝導体の中で最も高い超伝導転移温度を示す物質群である銅酸化物をベースとした高温




















とが確認され、バルク多結晶よりも高い 90 K の超伝導転移温度を示す薄膜も得られた。
「高磁場・異方的電気伝導特性を基にした超伝導特性の評価」
60 T のパルス高磁場を用いて超伝導を破壊し、臨界磁場の面内面直異方性から超伝導コヒーレンス長























「Breakdown Characteristics in SiC and Improvement of PiN Diodes toward 
Ultrahigh-Voltage Applications」
（超高耐圧応用を目指した SiC における絶縁破壊特性の基礎研究および PiN ダイオー
ドの高性能化）
平成 28年 3月 23 日授与
ワイドギャップ半導体 SiC は Si と比較して優れた物性値を有しており、Si では実現不可能な高性能
パワー半導体素子が作製できることから大きな注目を集めている。特に 600-1200 V 級のショットキー
バリアダイオード（SBD）や電界効果トランジスタ（MOSFET）は産業機器やハイブリッド車・電気
自動車などの電力変換機応用に期待されており、数多くの研究の末、2000 年台より量産化が始まってい
















型 JTEの改良により 26.9 kV の耐圧を有する SiC PiN ダイオードを実現した。




製し、基本的な設計指針を示した。さらに（2）の空間変調型 JTEを用いることで 10 kV 級 SiC 
MPS ダイオードを実現した（図 2）。
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2 ) Nd = 6x1014 cm-3, d = 95 μm




























図 1：100 nm スケールの単一ペンタ
セングレイン上で AFM時間分解電
位測定を行うセットアップ。












































































































































2． 感度解析法を利用して正方格子フォトニック結晶の面内構造設計を行い、微結晶 Si（厚さ 400 ～





た。厚さ 2 μmの微結晶 Si 太陽電池の光吸収を、フォトニック結晶がない場合と比較して 1.4 倍
増大させることに成功した。さらに透明導電膜の光吸収を抑制した構造設計についても検討した。
図 2の上段に最適化されたフォトニック結晶の一周期分を示す。この構造において、同図下段に
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ている。それを踏まえ、Q値を向上させる方法を提案し、従来の 30 倍の Q値をもつ世界初の超高Q値
SiC ナノ共振器の実現に成功した結果をまとめている。また、超高Q値の SiC 共振器における非線形現
象について考察し、今後の SiC 共振器の応用方向性について提言している。本論文において得られた主
な成果は次のとおりである。







という、従来の 4倍の値が得られた（図 1（a））。2つめは、研磨による SiC 薄膜化を利用した共
振器作製手法であり、本手法で作製された SiC 共振器では最大Q値として 30 万という非常に高
い値が得られた（図 1（b））。これは従来を 30 倍以上回る値であり、SiC を用いたフォトニック結
晶ナノ共振器でも 10 万以上の高いQ値が得られることを世界で初めて実証した。









































































図 1：（a）純粋な SiC バルクの上にナノビーム構造フォトニック結晶共振器からの放射スペクトル










に着目した。コランダム構造酸化物混晶系はバンドギャップ値が 5.3 eV で sapphire 基板上に成長可能
なコランダム構造酸化ガリウム（α-Ga2O3）を中心とした混晶系であり、同じ結晶構造をとる酸化アル






まず Snをドーパントに選び α-Ga2O3 薄膜のN型導電性制御に取り組んだ。成長条件の最適化により
1018 ~ 1019 cm-3 台でのキャリア密度制御に成功したが、1018 cm-3 以下の領域においては転位欠陥による
キャリア補償が問題となって実現せず、結晶性の向上が必要であることが分かった。また高濃度 Snドー
プを行った α-Ga2O3 薄膜ではXRD非対称面ω-scan の半値幅が減少する結果が得られ、結晶性が高い
ことが分かった。




α-Ga2O3 薄膜の電気特性を評価した。図 1に示すようにキャリア密度にして 1017 ~ 1019 cm-3 と 1018 cm-3
























 on annealed buffer layer (600 + 600 nm)
 on sapphire substrates (600 nm)
 on sapphire substrates (1200 nm)







「High-quality Knowledge Acquisition of Predicate-argument Structures for Syntactic 
and Semantic Analysis」　
（構文・意味解析のための高品質な述語項構造知識の獲得）
平成 28年 3月 23 日授与
In computer science, people have been trying hard to march toward one of the very ultimate goals 
which expects computers can truly understand human’s language. This task is named as text 
understanding. During the past decades, great efforts have been made to develop various kinds of 
techniques to achieve text understanding, which can further provide us with the space to discover 
more humanized ways for human-computer interaction. To complete this ultimate goal, it may 
involve multiple domains such as cognitive science, linguistics and even psychology. In Natural 
Language Processing (NLP), which is a field of computer science and artificial intelligence, for 
computers to understand text in human language, the priority is to discover and clarify the internal 
relations of the words within a sentence. In this thesis, it is considered to be crucial to acquire large-
scale knowledge for improvement of varieties of NLP tasks. Thanks to data explosion, unprocessed 
data that potentially contain a large amount of useful information can be relatively easier to acquire, 
and thus it is promising to acquire knowledge from these raw texts using automatic approaches. 
Automatic knowledge acquisition is always dependent on the fundamental analysis such as syntactic 
parsing and semantic analysis. Without considering the automatic analyzing errors, the knowledge 
will be extremely noisy and may cause bad effects when we apply this kind of knowledge to NLP 
tasks. In this thesis, we solve the abovementioned problems by proposing a framework of acquiring 
high-quality knowledge from unlabeled raw text that contains less noise, and apply the knowledge to 
syntactic and semantic analysis.
In this thesis, we present a framework for knowledge construction from high-quality dependencies 
that are selected from automatic dependency parses. Figure 1 shows the overview of the proposed 
framework. For the raw text, we apply dependency parsing and acquire automatic dependency 
parses, which inevitably contain parsing errors. A high-quality dependency selection approach is 
proposed to filter these erroneous automatic parses and only select those with high reliability. From 
the high-quality dependency parses, we extract predicate-argument structures (PASs), which contain 
the abstract of a sentence. PASs can be used as additional knowledge for other NLP tasks. 
Afterwards, semantic clustering is applied to merge all the predicate-argument structures with 
similar meaning. The clustered PASs are called case frames, which are regarded as another type of 
knowledge. These are a type of semantic frames that distinguish between the different usages of 
each predicate. The PAS knowledge 
is then used to improve dependency 
parsing. We also use case frames to 
improve Semantic Role Labeling 
(SRL). We apply a similar selection 
approach to select high-quality 
semantic roles for deep case PAS 
extraction and deep case frame 
construction. Deep case frames are 
used for further SRL improvement. 
The experimental results show that 
the quality management of acquired 
knowledge is beneficial for various 




「Exploiting Vocabulary, Morphological, and Subtree Knowledge to Improve Chinese 
Syntactic Analysis」 
（語彙的、形態的、および部分木知識を用いた中国語構文解析の精度向上）
平成 28年 3月 23 日授与
Syntactic analysis in Chinese, including word segmentation, part-of-speech (POS) tagging, and 
constituency and dependency parsing, has been actively studied since the publish of the first version 
of Penn Chinese Treebank. However, evaluations in major natural language processing (NLP) tasks 
suggest that the performance of state-of-the-art systems for Chinese is constantly lower than that for 
European languages. This is largely due to the ambiguous nature of the definition of “word” , as well 
as the lack of morphological inflection in Chinese, which have caused inconsistency and data 
sparseness problems in existing Chinese treebank annotation. 
To address these difficulties, this thesis investigates the strength and weakness of previous studies 
and proposes new methods that improve the state-of-the-art systems. A consistent set of annotation 
guidelines for Chinese word segmentation, POS tagging, and dependency labelling is proposed 
(Figure 1.a); an algorithm that extracts substrings as reliable word boundary indicators which 
significantly enhance the accuracy of word segmenters is designed and implemented (Figure 1.b); a 
tagset for character-level POS tagging is proposed, based on which the entire Penn Chinese 
Treebank 5.0 is annotated (Figure 1.c); a model that performs character-level POS tagging jointly 
with word segmentation and word-level POS tagging is proposed (Figure 1.d); and a parse reranking 
model which takes advantage of global subtree features with less restriction in the structure and the 
size of the subtree context is proposed (Figure 1.e). All these components are integrated in a single 
Chinese syntactic analysis system, which is demonstrated to be effective through comprehensive 
parsing and machine translation experiments. 

















































































効果が伝送特性に与える影響について検討を行い、EO非線形性のある InP MZ 変調器は、同一バイア
ス電圧プッシュプル駆動を行うことにより、強度変調方式、差動 4値位相変調（DQPSK）方式のいず
れにおいても、EO非線形が無いMZ変調器と同等の変調特性を持つことを明らかにした。さらに、







































「Model Analysis on Plasma Start-Up for Toroidal Fusion Devices」
（トロイダル核融合装置におけるプラズマ着火の研究）　













































「Study of magnetic field configuration effects on internal transport barrier formation 
in Heliotron J」
（ヘリオトロン Jにおける内部輸送障壁の形成機構に与える磁場構造の影響）











ヘリオトロン Jにおいて実効ヘリカルリップルの大きさが異なるなる配位に対して、eITB が 形成さ
れる密度閾値に違いが あることを観測した。この結果は新古典理論から予測される傾向と異なり、その
要因として磁気島の形成の有無が  eITB の形成条件に影響していることが考えられる。そこで、磁気島
の存在に着目し、eITB の構造に与える影響を確認した。プラズマが存在しない状態（真空磁気面）に
おいて有理面が存在しない配位のヘリオトロン Jプラズマに対し、加熱パワー・密度を eITB 形成に十
分な条件にすることで eITB を形成した（図 1）。eITB
形成を保持した状態で、トロイダル電流を ~0 A から
徐々に上昇させることで回転変換を変化させた。トロ
イダル電流値がある閾値（~0.7 kA）を超えると eITB



















































































































































図 1　会員満足度の因果関係モデル 図 2　評価構造のビジュアル分析システム
No.37
64
Claudia Cecilia Yamamoto Noguchi（土居伸二教授）
「Mathematical Model of Glucose-Insulin Metabolism Considering Meal Absorption 
Rate and Model-based Blood Glucose Control for Prandial State in Type 1 Diabetes」
（1型糖尿病における食事の吸収速度を考慮に入れたグルコース・インスリン代謝の数
理モデル及び食事時の血糖値のモデルベースト制御）
平成 28年 9月 23 日授与
Diabetes mellitus is characterized by high blood glucose (BG) levels above the normal range of 80̶
130 mg/dL seen in healthy subjects. Depending on its etiology, diabetes is classified in different types 
with type 1 diabetes mellitus (T1DM) being caused by the absence of insulin secretion, thus requiring 
self-administration before every single meal with the necessary dose being directly proportional to 
the amount of carbohydrates. Recently, model-based control algorithms, also known as artificial 
pancreas, are expected to bring a ‘cure’ by automatic maintenance of BG levels within the 
recommended range of 70̶180 mg/dL the first 2 hours post-meal. Previous success obtained during 
non-feeding overnight state aside, post-meal BG control imposes the greatest challenge due to the 
rapid absorption of carbohydrates compared to that of insulin, which results in a very large BG spike 
of >200 mg/dL within one hour post-meals, yet also followed by sporadic low BG episodes <70 mg/
dL afterwards. We hypothesize that the BG control performance depends largely on the accuracy of 
the mathematical model of glucose-insulin metabolism and the impact of a meal on BG levels to 
provide a summary of the present study (Fig. 1) in the following:
a)   Mathematical model of postprandial glucose-insulin metabolism in T1DM: We propose a novel 
mathematical model of gut transit of carbohydrates to obtain a more accurate mathematical 
representation of the impact of a meal on BG levels by including several parameters of food-
specific carbohydrate absorption including the glycemic index (GI) of foods, which provides a 
quantitative assessment of food-specific absorption rate as a single number. The model proposed 
is able to reproduce post-meal BG excursion in T1DM accurately given the carbohydrate amount 
of the specific food type to be consumed―hence the very first model with such detail―and the 
insulin bolus dose at any specific time. 
b)   Semi closed-loop BG control algorithm in T1DM for prandial state: We propose a novel control 
strategy that comprises a pre-meal bolus (either continuous or as single-bolus) 1 hour in advance, 
followed by model predictive control for post-meal automatic BG control. The model in a) is 
utilized for BG predictions as part of the insulin optimization computed for insulin requirements 
throughout the prandial state. Simulation results in MATLAB demonstrate that BG levels can be 
maintained effectively within the acceptable clinical recommendations 100% of the time, even 
under a number of variability scenarios. 
c)   Mixed meal model in T1DM: We propose a novel mixed meal model that includes the effect of 
dietary fat on glucose-insulin metabolism by considering a comprehensive physiological 
representation of glucose and fatty acid metabolism―which is beyond the current understanding
―. The proposal is an extension of the mathematical model in a) to include gut transit of dietary 
fat, as well as post-meal triglycerides (TG) and non-esterified fatty acids (NEFA) dynamics. The 
ability to reproduce clinical data in T1DM accurately despite its minimal compartmental approach 
demonstrates its potential for utilization in BG control.
The present study thus demonstrates that diurnal BG control, albeit with only minimal restrictions 
for patient safety, is feasible within 70̶180 mg/dL provided an accurate mathematical 
representation of the impact of a meal on BG levels. Based on these results, further clinical 
implementation is expected to contribute to the development and commercial release of the long-
sought artificial pancreas in the forthcoming future.
Fig. 1 The present study 
c o n s i s t s  o f  a )  n o v e l 
mathemat ica l model o f 
glucose-insulin metabolism 
from carbohydrates for its 
utilization in b) model-based 
BG control for prandial state, 
a n d  c )  f u r t h e r  m o d e l 
extension to include dietary 




「Strain-Controlled AlN Growth on SiC Substrates」　
（SiC 基板上への歪み制御AlN 層の成長）











する必要がある。使用できる基板のうち、本研究では SiC 基板に着目する。SiC 基板はAlN との格子不














3．  1 分子層単位で層厚が制御された極薄GaN中間層の成長を実証し、緩和度が異なるGaN層上にAlN
を成長することで広範囲（－ 0.53 ～＋ 0.07%）の歪み制御を達成した（図 1）。
4．  AlN/SiC 界面に局在する格子不整転位に起因した横方向サテライトピークの観測に窒化物半導体系






































































































































「Improving Statistical Machine Translation with Target-Side Dependency Syntax」 
（目的言語側の依存構文による統計的機械翻訳の改善）
平成 28年 9月 23 日授与
Machine Translation (MT) is the application of Natural Language Processing that focuses on the 
automatic translation between languages. Translation is particularly challenging for language pairs 
with widely different grammatical structures, such as English and Japanese. Syntax-based MT is a 
translation paradigm based on the principle of generalizing language with grammatical rules. This 
additional layer of abstraction enables the design of more robust and flexible translation rules. 
However, the majority of previous approaches to syntax-based MT have employed only source-side 
grammar (known as ‘tree-to-string MT’). This is mainly because syntactic analysis is difficult, prone to 
error and resulting systems can become overly complicated.
While there have been previous studies on exploiting target-side syntax (‘tree-to-tree MT’), results 
have not been promising. Our aim is to analyze in detail the effectiveness of target-side syntax in the 
modern world of machine translation. We ask whether the potential improvement in translation 
quality is able to outweigh the increased complexity of employing a structured target-side 
representation (in particular, dependency parses).
This thesis begins with an overview of machine translation, outlining the major paradigms and 
methods of evaluation. We continue by outlining the case study of a state-of-the-art dependency tree-
to-tree system, KyotoEBMT (see Figure 1), which we have been developing as a core component of 
our research on syntax-based MT. The design and extraction of dependency tree-to-tree translation 
rules are discussed. Analysis of the system gives empirical evidence of the advantages and 
disadvantages of syntax-based approaches and provides a starting point for our investigation. We 
proceed to analyze two major aspects of translation where target-side syntax can be effective: word 
order and translation fluency. We discuss our approaches to each of these areas, describing 
experiments assessing the effectiveness of our proposed approaches and discussing the potential 
impact of each method.
While this thesis concentrates on statistical syntax-based approaches, the field has recently seen a 
surge in interest in translation methods based on neural networks. The final chapter presents an 
overview of future work that could incorporate ideas from this paradigm. We conclude by discussing 
the potential impact and future directions of our work.




「Semantic Interpretation of Eye Movements Using Author-designed Structure of 
Visual Content」
（提示コンテンツのデザイン構造を用いた視線運動の意味理解）





































































平成 28年 9月 23 日授与
With the ever-growing demand for higher data 
rates in wireless communication services, 
recently, various techniques have been proposed 
to increase system capacity. Among these 
techniques, multiple-input multiple-output 
(MIMO) transmission has attracted considerable 
attention. It has been verified that, in an 
independent and identically distributed Rayleigh 
flat-fading channel, the MIMO capacity increases 
linearly with the smaller of the number of 
transmit and receive antennas. In practice, 
however, because of physical constraints, the 
number of antennas on a user cannot be made 
arbitrarily large that may prevent the realization 
of MIMO transmission.
Fortunately, using precoding techniques on a 
transmitter equipped with multiple centralized 
antennas, the required computational complexity and the number of antennas on each user can be 
reduced because multiple users can demodulate the signals without using any detection scheme 
while retaining the advantages of MIMO transmission. Because of these merits, the sum rate of the 
so-called multi-user (MU) MIMO transmission has been widely studied over some simple channel 
attenuation models. However, since it is hard to average the sum rate over the shadowing 
distribution and spatial correlations further complicates the distribution, the theoretical analysis on 
MU-MIMO sum rate over correlated composite fading channels has not been studied. 
To bridge this gap, we concentrate on the sum rate distribution of MU-MIMO systems employing 
linear zero-forcing precoding, accounting for both Rayleigh fading and shadowing effects, as well as 
spatial correlation at the transmit and receiver sides. In particular, we consider the classical spatially 
correlated lognormal model and propose closed-form bounds on the distribution of the achievable 
sum rates in MU-MIMO systems. With the help of these bounds, we found that, for instance, the 
effect of spatially correlated shadowing can be considered to be independent when the inter-user 
distance is approximately five times the shadowing correlation distance.
On the basis of the above analysis results, a distributed antenna system (DAS) has been proposed 
to further decrease the access distance and spatial correlations. To verify the sum rate improvement 
in MU-MIMO DASs, we investigate and compare the characteristics of sum rates in both centralized 
antenna systems (CASs) and DASs under the effects of correlated composite fading channels and 
inter-cell interference. One of the computer simulation results indicates that the DAS can 
significantly improve the performance of the sum rate compared to the traditional CAS in the case 
under the consideration, therefore confirms the speculation.
Finally, combining MU-MIMO transmission and DAS with precoding techniques, the advantages of 
both MIMO and DAS can be achieved. However, by establishing a large-scale MU-MIMO DAS, such 
as, Fig. 1, to increase multiplexing gain, the use of a dynamic clustering scheme (CS) is necessary to 
reduce computation in precoding. In the last of our research, we propose a simple multi-carrier based 
method for dynamic clustering to establish a large-scale MU-MIMO DAS and investigate its 
performance. We also compare the characteristics of the proposal to those of other schemes such as 
exhaustive search, traditional location-based adaptive CS, and improved norm-based CS in terms of 
sum rate improvement. Additionally, we further introduce spatial correlation to the considered 
system. Computer simulation results indicate that the proposed CS provides better performance than 
the existing schemes and can achieve a sum rate close to that of exhaustive search but at a lower 
computational cost.





「Spatial Signal Processing on Distributed MIMO Systems」
（分散MIMOシステムにおける空間信号処理）
平成 28年 9月 23 日授与
近年，インターネットの爆発的な普及に伴い，モバイル端末によるデータトラフィックが著しく増加
している．無線 LAN（local area network）は，MIMO（multiple-input multiple-output）　システムに
基づく空間信号処理技術を発展させこの増加に対応してきた．将来さらに増加するモバイル端末利用に
対応するために，セルスループットの向上，エリアスループットの向上，カバレッジエリアの拡大を行




1． セルスループットを向上させるインプリシットフィードバックを用いたマルチユーザ MIMO システ
ムにおける上り CSI（channel state information）の高精度校正法 WCC（weighted-combining 
calibration）を提案した．WCC の特性評価を理論解析と計算機シミュレーションにより行い，測定
器により構築したマルチユーザ MIMO-OFDM（orthogonal frequency division multiplexing）伝送
系による屋内の実伝搬実験でWCCの特性向上効果を確認した．
2． インプリシットフィードバックを用いたマルチユーザ MIMO-OFDM 伝送を行うリアルタイム試作




（simultaneous transmission from access points）システムを提案した．従来のエクスプリシット
















「Robust adaptive beamforming for clutter rejection on atmospheric radars」
（大気レーダーのための適応的クラッター抑圧手法）


















































「Coupled-resonator-based metamaterials emulating quantum systems」　
（量子系を模擬する結合共振型メタマテリアル）


























図 1　電磁波の保存と再生 図 2　発生した第 2次高調波強度
